
 宮城県亘理町は、海岸寄りにビニールハウスがあったため東日
本大震災時9割以上のハウスが津波の被害にあいましたが、東
北一のいちごの産地復興に向け、 最新鋭設備を備えたハウス
団地で、再びいちご栽培を開始しました。 

 先行的に整備された「亘理いちご団地」の研究棟では、新たな
栽培方式の研究を進めています。研究促進のため、キーウェアソ
リューションズ㈱のOGALモニター（モニタリングシステム及びセ
ンサー12種）を採用しました。 

OGAL導入事例 

新栽培方式の研究促進と早期の地域展開に！ 

概 要 

宮城県亘理町様 

農業ICT ソリューション 
® 

® 



が可能な新栽培方式に関する 

ノウハウの蓄積及び、 を目指した施策にご活用いた
だいており、この取り組みは、 が可能と大きな
期待が寄せられています。 

導入状況 

導入機器 

モニタリングシステム センシングシステム 

クラウン加温自動制御基盤 

クラウン加温温度センサー 
   （クラウン加温温度） 

複合環境センサー 
   （屋内：気温/湿度/CO2濃度/光量子量 
         /土壌温度/土壌湿度/土壌EC） 
   （屋外：気温/湿度/風速/雨量） 
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2015年2月 第2版 本カタログに掲載されている内容は予告なく変更される場合があります。 

※ 「OGAL 」は、キーウェアソリューションズ株式会社の登録商標です。 
※ キーウェアソリューションズは、ISO9001品質要求事項にもとづいて製品を開発しております。 
※ 個人情報の取扱には万全の注意を払っており、(社)情報サービス産業協会より認定を受けて、 
(財)日本情報処理開発協会より「プライバシーマーク」の使用承諾を受けております。 

自動制御システム 

OGALモニター 
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